
キ
↓
　
　
二
］

Ａ
企
画
展

「
機
械
遺
産
設
定
記
念

矢

頭
良

一
展
」

文
字
館
付
託
品
の

「
自
働
算
韓
」

が
日
本
機
械
学
会
上
継
の

「機
械
遺

産
第
３０
号
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
記
念
し
、
製
作
者
の
突
頭
Ｒ

一
を
紹
介
し
ま
す
。
矢
頭
は
、
森
曜

外
の

「
小
倉
日
記
」
に
そ
の
交
流
が

描
か
れ
る
な
ど
、
鴎
外
の
人
柄
を
如

る
上
で
も
重
要
な
人
物
で
す
。

＊
開
催
期
間
１１
９
月
２７
日

（上
）

、
１１
月
３０
日

（日
）

Ａ
響
さ
合
う
　
詩
誌

「
た
む
た
む
展
」

一
九
七
二
年
に
創
刊
し
、
発
刊
百

号
を
越
え
る
北
九
州
の
話
誌

「
た
む

た
む
」
の
提
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

来
開
催
期
間
―１
１２
月
６
日

（水
）
～

平
成
２‐
年
１
月
１２
日

（月
　
祝
）

Ａ
「伊
馬
春
部
展
」
記
合

岡
野
弘
彦
氏
講
演
会

「伊
馬
春
部
の
文
字
と
人
生
」

伊
馬
春
部
と
と
も

に
折
日
信
夫

（釈
通

空
）
に
学
ん
だ
歌
人

で
□
字
焼
大
撃
名
誉

教
授
　
岡
野
弘
彦
氏
を
講
師
に
迎
え
、

伊
馬
春
部
の
文
字
と
人
生
に
つ
い
て

ご
講
減
い
た
だ
き
ま
す
。

お
中
込
方
法
は
、
市
政
だ
よ
り
九

月
十
五
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ネ
日
時
１１
１０
月
２９
日

（水
）
午
後
１

時
３０
分
～
３
時

＊
会
場
＝
北
九
州
芸
術
劇
場

小
劇
場

Ａ
「
伊
馬
春
部
展
」
記
念
公
演

「
ジ
ジ
オ
ド
ラ
イ
脚
本

「
屏
風
の
女
」

を
読
む
」

劇
口
俳
優
座
の

矢
野
宮
さ
ん
を
お

招
き
し
て
、
伊
馬

Ａ
文
学
鶴
開
館
二
周
年
記
念
講
演
会

「杉
田
久
女
の
世
界
を
語
る
」

俳
優
の
栗
原
小
巻
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、
排
人
　
杉
田
久
女
に
つ
い
て

館
長
の
化
木
隆
三
と
対
談
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、作
品
の
朗
読
も
行
い
ま
す
。

お
申
込
方
法
は
、
市
政
だ
よ
り
十

月

一
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
日
時
“
１０
月
２５
日

（上
）
午
後
１

時
～
３
時

ヽ
会
場
――
ウ
ェ
ル
シ
テ
イ
小
倉

（九

州
厚
生
年
金
会
館
）

Ａ
文
字
館
開
館
二
月
年
記
合
議
演
会

「杉
田
久
女

そ
の
生
涯
と
俳
句
」

俳
人
　
黛
ま
ど
か
さ
ん
に
副
館
長

の
今
川
英
子
が
お
話
を
う
か
が
い
ま

す
。
ま
た
、
評
伝

「杉
回
久
女
』

の

著
者
　
坂
本
宮
尾
さ
ん
に
ご
説
演
い

た
だ
き
ま
す
。

お
中
込
方
法
は
、
市
政
だ
よ
り
十

月
十
五
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
日
時

１１
１１
月
１８
日

（上
）
午
後
１

時
ヽ
３
時

＊
会
場
“
北
九
州
芸
術
劇
場

小
劇
場

春
部
原
作
の
一ス
ン
オ
ド
ラ
マ

「
屏
風

の
女
」
を
再
現
し
ま
す
。　
共
演
は
朗

読
家
の
二
輸
純
子
さ
ん
で
す
。

お
申
込
方
法
は
、
市
政
だ
よ
り
九

月
十
五
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
日
時
＝
１０
月
２６
日

（日
）
ｆ
後
１

時
３０
分
～
３
時

＊
会
場
――
こ
や
の
せ
座

（北
九
州
市

立
長
崎
街
道
木
庄
湖
宿
記
念
館
内
）

◎
資
料
寄
贈
者
　
提
供
者
　
受
贈

雑
誌

一
覧

（平
成
二
十
年
八
月
現
在
）

秋
田
文
子

麻
生
久
　
家
原
文
昭
　
大
塚
通

入
江
春
行
　
岩
男
将
司
　
枝
見
大

朗
　
岡
田
哲
也
　
お
だ
じ
ろ
う

海
鳥
社
　
風
岡
美
村
　
柏
木
恵
美

子
　
鎌
倉
文
学
館
　
神
沢
利
子

木
村
千
恵
子
　
倉
本
美
代
子
　
河

野
正
彦
　
小
島
敬
二
郎
　
五
所
美

子
　
兄
玉
充
代
　
坂
本
君
江
　
坂

本
悟
朗
　
坂
本
稿
冶
　
口”
川
洋
子

白
根
友
言
　
管
博

一　

〓島
崎
核
子

竹
田
組
　
津
田
来
　
上
回
品
子

坪
井
勝
男
　
寺
非
谷
子
　
土
肥
光

江
　
中
林
淑
子
　
中
原
歓
子
　
中

元
大
介
　
西
城
樺
子
　
野
口
≡
太

郎
文
字
資
料
館
　
野
中
貴
子
　
八

田
昴
　
早
口
光
代
　
原
田
峡
子

増
田
連
　
九
精
紀
久
子
　
宮
本

一

宏
　
本
村
義
雄
　
山
回
公
和
　
山

下
敏
克
　
与
謝
野
吊
子
文
芸
館

爺
戸
雅

一

［日
剛
劉
回

青
嶺

色
鳥
　
沖
　
海
峡
派
　
牙
　
玄
海

九
州
作
家
　
九
大
日
文
　
群
炎

自
鳴
鐘
　
川
柳
あ
や
め
　
川
柳
く

ろ
が
ね
　
川
柳
む
ら
さ
き
　
た
む

た
む
　
天
菰
通
信
　
業
殻
火
　
虹

野
　
は
な
を
　
ふ
だ
ん
ざ
北
九
州

文
藝
公
論

雪
十
首
順

散
称
略
〉
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北九州市立文字館
■0∞∞Ⅲ3
北九州市小倉北区城内■1

TEL 093-571-1505
htp/7wwttctr k“aryush口jp

■開館時間
火～金 930～ 1900は 館は1830よで)
土 日祝 針30～ 18,00(八億は17●0まで)

■休 館 日

毎 週 月 曜 日 (月昭日わ林 日の場合に翌日)

年末年始

口0日小合取より伎夕15, 日 J内西小さ印よ,にす10,

日,thヽ市笠所前 は,より在夕訪 日,Ctlttitti高荘大手町ランブよ,ウ
日達草堀よ宝草寝最章,の言有嘩 をこ刊月ヽさい

09911● 00

Ａ
文
学
館
文
度
の
出
版

現
在
甘
店
で
は
な
か
な
か
入
手
で

き
な
く
な

つ
た
北
九
州
ゆ
か
り
の
文

学
者
の
作
品
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

第 4巻 「伊馬暮部祭』
定価 1000円 (税込み)
10月 発刊予定


